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地域包括支援センターです

　

認
知
症
の
予
防
は
、
認
知
症
を
寄
せ
付
け
な
い
生
活
習
慣
を
送
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

認
知
症
を
積
極
的
に
予
防
す
る
た
め
の『
脳
を
鍛
え
る
活
動
』を
一
緒

に
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
講
　
師

　

① 

作
業
療
法
士
ま
た
は
理
学
療
法
士
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

　
　
『
脳
機
能
ア
ッ
プ
〜
正
し
い
知
識
と
脳
活
性
化
に
役
立
つ
活
動
の
実
践
〜
』

　

②
健
康
運
動
指
導
士
な
ど

　
　
『
運
動
で
脳
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
〜
楽
し
く
運
動
、筋
力
ア
ッ
プ
で
身
体
も
脳
も
元
気
〜
』

　

※ 

ど
ち
ら
も
、
講
義
だ
け
で
は
な
く
実
践
を
交
え
た
楽
し
い
内
容
で
す
。

■
申
込
み

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）　

℡
47

－

８
０
０
９

　

※ 

65
歳
以
上
の
参
加
者
が
お
お
む
ね
10
名
以
上
見
込
め
る
団
体
等
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

　

※
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

　

６
月
20
日
に
越
前
市
と
合
同
で
行
っ
た
多
職
種

連
携
会
議
に
、町
内
の
医
師
、歯
科
医
師
、介
護
サ
ー

ビ
ス
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

多
職
種
連
携
会
議
と
は

　

在
宅
医
療
・
介
護
関
係
者
の
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
や
、
医
療
・
介
護
関
係
機
関
の
連
携
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
住
民
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
町
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
を
お
そ
れ
ず
、あ
き
ら
め
ず
、積
極
的
に
予
防

各
種
団
体
の
会
合
に
、脳
を
元
気
に
す
る

た
め
の
講
師
を
派
遣
し
ま
す
！

■問合せ　地域包括支援センター　　　  　℡ 47－8009
　　　　　地域包括サブセンター（今庄）　☎ 45－1170
　　　　　地域包括サブセンター（河野）　☎ 48－2260

こんにちは

改正の内容
　平成25年８月に京都府福知山市の花火大会会場で発生した火災を踏まえ、火災予防対策の強化を図るため、
火災予防条例の一部を改正しました。
平成 26年８月１日から
　① 不特定多数の方が集まるイベントで露店、屋台、バザー及び模擬店など（以下「露店等」）において火気器
具等を使用する場合に「消火器の準備」および「露店等の開設届出書」の届出が必要です。

　② 屋外において露店数の数が 100店舗を超える規模の催しの場合は、事前に「防火担当者」を定め「火災予
防上必要な業務の計画」の作成と届出が必要となる場合があります。

【よくある質問Q&A】
Q1 知り合いだけのバーベキューには、消火器は必要？
A1  相互に面識があるため必要ありません。
Q2 どのような消火器を準備すればいいの？
A2 標準として、ABC粉末消火器 10型以上で、消防検定マークの付いたものです。
Q3 消火器を置く目安は？
A3 対象火気器具等ごとに消火器 1本が必要となります。
 ただし、1張りのテントに複数の火気器具等がある場合は、2間×3間テントに 1本が目安です。

　南越消防組合ホームページでは火災予防条例改正についてのＱ＆Ａや届出用紙を掲載中です。
　詳しくは、こちらをご覧ください　http://fd-nanetsu.mitelog.jp/

南越消防組合火災予防条例が改正されました
■問合せ　南越消防組合消防本部予防課　　　℡ 21－8865

南越消防組合南消防署予防指導課　☎ 45－0119


